平成25年度

第9回防災委員会議事録

日時：Ｈ26年2月7日（金）１５：３０～１６：００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：病院２階　会議室

　　　　　　　　　　　　　　　　　記録：小向　達也
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議題①　緊急連絡網の更新

· 退職や部署移動などでスタッフに変化があった場合は、緊急連絡網の見直しと修正を行って下さい

· 緊急連絡網に変更があった場合は部署の人に連絡を行い、周知してもらって下さい

議題②　自衛消防組織編成表の更新の確認

· 退職や部署移動などでスタッフに変化があった場合は、自衛消防組織編成表の見直しと修正を行って下さい

議題③　第2回避難訓練の進捗状況の確認

確認として

· 各施設で年に2度避難訓練を行う必要があります。

· 1度目は各施設で終了している。1回目は全施設が日勤想定。

· 患者様、利用者様が宿泊する施設の場合は2回目は夜勤想定。宿泊がない施設は2回目も日勤想定

南山　２月２０日避難訓練実施予定。

南陽館　２月２３日避難訓練実施予定。

青陽館　3月中に実施予定。青陽館に防災委員が不在の為、青陽館スタッフに企画書の作成を依頼しています。

議題④　減災について

理事長がより減災についての指摘がありました。減災とはその名のとおり災害の被害を減らすというものです。例えば、戸棚を壁に固定して倒れるのを防ぐ、滑り止めマットを使用してテレビの転落を防ぐ、ガラスに割れた際に破片の飛び散りを防ぐ保護シートを貼り付ける、崩れる危険のある物を棚の上に置かないと言ったものが含まれます。

まず出来る事として、戸棚の上に転落の危険性がある物を置かないようにしましょう。もちろん落ちてきた物がぶつかる危険性もありますが、落ちているものにつまずいて転ぶ危険性もあります。停電で視界が無い状況で落ちてきて砕けた破片に転んで怪我をしたという事例も有ります。二次災害を防ぐ為にも出来る事から始めていきましょう。皆さんも配属部署で棚の上に物がある場合は別の場所に移す、他の職員の方にも危険性を説明し、上に載せないように伝えてください

ロッカーや棚の固定について

現在法人施設内のロッカーや棚の固定を進めています

固定が必要なものの一例

・震災時に倒れた、もしくは倒れそうになった棚

・患者様、利用者様の側にあり、固定した方が良さそうな棚

・薬品庫などの割れ物が収納されている棚

・非常口付近にあり、倒れると扉を塞ぐであろう棚
・本棚、給湯器、冷蔵庫などの大型の家具

固定しなければいけないものに明確な基準がない為、上で挙げたものの他にも固定が望ましいものは固定して下さい。明確な基準が定められていない為(定める事が出来ない)、委員でラウンドしながらチェックし、その場で検討していく形を取りたいと思います。ご協力お願いします

固定業務の流れ
病院は委員長の小向と、各病棟スタッフが日程を合わせてラウンドし、固定が必要な棚の確認を行う

南山、南陽館、南寿は副委員長の前島さんと日程を合わせてラウンドし、固定が必要な棚の確認を行う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　各ＳＧＭへ固定箇所を報告し、それで許可が下りれば物品発注する

　（企画書は必要ありません。物品発注用紙へ記入し庶務へ提出して下さい）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　南山、南陽館、南寿はラウンドが終了したら委員長まで報告をお願いします

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　各部署、固定が完了したら委員長へ報告をお願いします

以上で完了となります。不明な点がありましたら、ご連絡お願いします。

議題⑤　防災機器の点検業務について

· 各施設の誘導灯の点検業務を行って下さい

· 先月の定期点検は「金井･野村･庶務」で「避難施設」の点検でした。

業務の遂行お疲れ様でした。

· 今月は「前島・橋本・庶務」で「屋内消火栓」の点検です。スケジュールを合わせて点検を行ってください。　もし日程が合えば小向も参加するので、メールで日程を教えて下さい。

報告①　防災コンテナ内の美術品について

防災コンテナ内に収納されている美術品が3月中に運び出される事になりました。

次の委員会の開催日

　本来は3月7日（金）です

